
（愛知県）

市
制
50
周
年
か
ら
始
ま
る
新
た
な
全
盛
期
！

東
海
市
流
・
ま
ち
の
成
長
の
好
循
環
を
生
み
出
す

ま
ち
づ
く
り
・
ふ
る
さ
と
づ
く
り

50  
年
の
歩
み
・
軌
跡
を
振
り
返
り
、 

さ
ら
な
る
飛
躍
を
図
る
イ
ベ
ン
ト

　

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り
、
空
前
の
10

連
休
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
明
け
て

早
々
の
５
月
18
日
、
愛
知
県
東
海
市
に
お
い
て
、
市

制
施
行
50
周
年
イ
ヤ
ー
の
幕
開
け
と
な
る
東
海
市
制

50
周
年
記
念
式
典
、
18
日
・
19
日
に
は
、「
と
う
か

い
50
年
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
が
華
々
し
く

開
催
さ
れ
た
。

　

東
海
市
が
旧
知
多
郡
上
野
町
と
同
・
横
須
賀
町
の

合
併
に
よ
り
、
正
式
に
誕
生
し
た
の
は
昭
和
44
年
４

月
。
東
海
市
は
平
成
最
後
の
月
に
満
50
周
年
を
迎

え
、
令
和
と
な
っ
た
翌
５
月
か
ら「
次
の
50
年
」に
向

け
て
の
第
一
歩
を
し
る
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
だ
け
に
な
お
一
層
、「
東
海
市
制
50
周
年
記

念
式
典
」、「
と
う
か
い
50
年
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
」
が
質
量
と
も
に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
こ

と
は
、
例
え
ば
次
に
掲
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
タ
イ
ト

ル
を
概
観
し
た
だ
け
で
も
明
ら
か
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
①
東
海
市
制
50
周
年
記
念
式
典
（
子

ど
も
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
等
子
ど
も
た
ち
の
出
演
、
企

業
表
彰
を
は
じ
め
市
政
功
労
者
の
表
彰
、
市
内
企
業

と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
披
露
、
来
場
者
全
員
に
よ

る
合
唱
な
ど
）
／
同
②
東
海
市
山だ

し車
ま
つ
り
保
存
協

議
会
・
山
車
９
台
の
勢
揃
え
／
同
③
市
民
ス
テ
ー
ジ
・

子
ど
も
お
よ
び
市
民
の
文
化
活
動
発
表
／
同
④
姉
妹

都
市（
米
沢
市
・
釜
石
市
・
沖
縄
市
）グ
ル
メ
・
物
産

出
店
、
カ
ゴ
メ
と
共
同
開
発
の
東
海
市
ご
当
地
焼
き

そ
ば「
ト
マ
せ
ん
焼
き
そ
ば
」初
お
披
露
目
／
同
⑤
体

験
ブ
ー
ス（
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ト
試
乗
体
験
他
）／
同

⑥
市
制
50
年
を
振
り
返
る
映
像
・
写
真
パ
ネ
ル
展
／

同
⑦
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ト
完
成
発
表
／
同
⑧
姉
妹
都

市
紹
介
（
姉
妹
都
市
提
携
の
経
緯
、
交
流
内
容
展
示

他
）
／
同
⑨
特
別
展
示
「
平
洲
先
生
と
東
海
市
の
歩

み
」／
同
⑩
東
海
市
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
式（
従
来
の

11
人
に
加
え
、
個
人
４
人
と
３
団
体
に
新
た
に
委

嘱
）／
同
⑪
か
ら
く
り
人
形
披
露
／
同
⑫
バ
ラ
エ
テ
ィ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

１
９
６
９-

２
０
１
９
─
─

　
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
各

種
の
記
念
事
業
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る

記
念
イ
ヤ
ー
の
皮
切
り
に
な
る
わ
け
で

す
が
、《
東
海
市
50
年
の
エ
ッ
セ
ン
ス
》

が
詰
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
え
ま
す
」

　

そ
う
語
る
鈴
木
淳
雄
東
海
市
長
は
合
併
前
年
の

昭
和
43
年
４
月
に
旧
上
野
町
の
職
員
と
な
っ
た
。

そ
し
て
市
制
施
行
に
伴
い
、
翌
年
に
東
海
市
職
員

へ
転
じ
て
か
ら
平
成
13
年
ま
で
33
年
間
勤
務
。
当

時
企
画
部
長
の
職
に
あ
っ
た
鈴
木
市
長
は
、
周
囲

市 政 ル ポ 東
と う か い

海市

鈴
すずき あ つ お

木淳雄
東海市長
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か
ら
の
勧
め
で
前
市
長
の
久
野
市
政
を
継
承
す
る
べ

く
市
長
選
に
臨
む
こ
と
と
な
り
、
以
来
、
現
在
５
期

目
に
至
っ
て
い
る
。

　

市
制
施
行
前
年
か
ら
の
職
員
時
代
を
含
め
、
鈴
木

市
長
の
経
歴
は
「
ま
さ
に
東
海
市
の
50
年
と
と
も
に

あ
っ
た
」
と
い
え
る
。
そ
の
鈴
木
市
長
が 

《
東
海
市

50
年
の
エ
ッ
セ
ン
ス
》
と
表
現
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
実
際
、
東
海
市
の
歴

史
や
次
の
50
年
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
凝
縮
し
た

内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
で
の
企
業
表
彰
や
包
括
連

携
協
定
締
結
披
露
は
、
鉄
鋼
関
連
産
業
を
は
じ
め
と

し
た
企
業
の
持
続
的
な
産
業
活
動
に
よ
り
、
市
制
施

行
以
来
50
年
間
、
一
貫
し
て
普
通
交
付
税
の
不
交
付

団
体
と
し
て
歩
み
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
企
業

と
共
存
・
共
栄
の
も
と
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
次
世

代
へ
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。

　

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
②
に
登
場
す
る
山
車
９
台
は
、

尾
張
藩
の
領
地
だ
っ
た
江
戸
時
代
か
ら
当
地
に
続
く

「
尾
張
横
須
賀
ま
つ
り
」「
大
田
ま
つ
り
」の
主
役
で
あ

り
、
東
海
市
の
歴
史
の
厚
み
を
端
的
に
感
じ
さ
せ
る

イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
⑦
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ー
ト
の
製
作
は
、「
も
の

づ
く
り
愛
知
」
を
土
台
か
ら
支

え
る
市
内
12
企
業
の
優
れ
た
技

術
力
を
結
集
し
、
世
界
に
一
つ

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ト
を

２
種
類
製
作
す
る
企
画
で
、「
車

離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
車

の
楽
し
さ
、
も
の
づ
く
り
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」（
鈴

木
市
長
）
と
の
願
い
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
④
の
姉
妹

都
市
の
う
ち
米
沢
市
と
の
提
携

は
、
米
沢
藩
中
興
の
祖
・
上う
え
す
ぎ杉

鷹よ
う
ざ
ん山
公
が
、
当
地
出
身
の
儒
学

者
で
市
民
の
誇
り
と
も
さ
れ
る

とうかい50年祭オープニングイベントの様子（上：市制50周年記念式典、下：山車勢揃え）

東海市

名古屋市

オリジナルカート完成発表
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細ほ
そ
い
へ
い
し
ゅ
う

井
平
洲
先
生
を
師
と
し
て
い
た
関
係
か
ら
平
成
12

年
に
結
ば
れ
た
。
平
成
14
年
度
よ
り
中
学
３
年
生
全

員
が
修
学
旅
行
で
米
沢
市
を
訪
問
し
、
米
沢
市
民
と

の
交
流
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

釜
石
市
と
の
提
携
は
、
現
在
日
本
一
の
鉄
鋼
の
ま

ち（
鉄
＝
金
属
の
出
荷
額
日
本
一
）で
あ
る
東
海
市
の

製
鉄
業
の
基
礎
の
構
築
を
、
昭
和
39
年
に
釜
石
製
鐵

所
か
ら
東
海
製
鐵
所（
現
・
日
本
製
鉄
）に
転
勤
し
て

き
た
７
４
５
人
の
製
鉄
マ
ン
が
主
力
と
し
て
担
っ
た

こ
と
を
縁
と
し
、
平
成
19
年
に
結
ば
れ
た
。

　

沖
縄
市
と
の
提
携
は
、
沖
縄
市
の
前
身
・
旧
美
里

町
の
職
員
が
旧
横
須
賀
町
に
研
修
に
来
て
以
来
、
交

流
が
進
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
か
ら
平
成
21
年
に
結
ば

れ
た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
よ
り
中
学
２
年
生
全
員

が
、
沖
縄
市
や
沖
縄
市
周
辺
地
域
を
訪
問
し
、
海
洋

学
習
や
平
和
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
④
の
「
カ
ゴ
メ
と
共
同
開
発
し
た
ご
当
地
焼
き

そ
ば
・
ト
マ
せ
ん
焼
き
そ
ば
の
お
披
露
目
」
は
、
日

本
を
代
表
す
る
ト
マ
ト
製
品
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
・

カ
ゴ
メ
が
、
東
海
市
を
発
祥
地
と
す
る
縁
で
実
現
し

た
企
画
だ
。

　

日
本
一
の
鉄
鋼
の
ま
ち
・
東
海
市
は
現
在
、
全

国
有
数
の
フ
キ
の
生
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
農
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
東

海
市
名
誉
市
民
で
あ
り
、
同
地
で
農
業
を
営
む

蟹か
に
え
い
ち
た
ろ
う

江
一
太
郎
氏
が
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
た
の
は
明

治
32
年
。
同
年
カ
ゴ
メ
を
創
業
し
、
大
正
８
年
に
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
を
本
格
生
産
す
る
工
場
を
旧
上
野
町
に

建
設
し
た
。
周
知
の
通
り
、
現
在
で
は
世
界
的
な
ト

マ
ト
関
連
商
品
の
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
明
治
22
年
に
は
、
伊
勢
湾
の
豊
か
な
幸
を
活

用
し
た
え
び
せ
ん
べ
い
の
全
国
区
ブ
ラ
ン
ド
・
坂ば
ん
か
く角

総そ
う
ほ
ん
ぽ

本
舖
も
創
業
さ
れ
た
。
同
じ
く
東
海
市
名
誉
市
民

で
あ
る
三
代
目
社
長
の
坂ば
ん

誠ま
こ
と

氏
は
、
銘
菓
「
ゆ
か

り
」
を
命
名
・
発
売
す
る
な
ど 

「
坂
角
の
え
び
せ
ん

べ
い
」
の
名
を
全
国
に
広
め
た
。
さ
ら
に
東
海
市
は

洋
ラ
ン
の
生
産
が
盛
ん
だ
。
洋
ラ
ン
栽
培
は
昭
和
29

年
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
鉄
鋼
産
業
と
同
様
に
昭
和
40

年
代
に
生
産
を
本
格
化
、
現
在
で
は
多
品
種
で
有
名

な
全
国
有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
海
市
は
「（
鉄
な
ど
の
）
硬
い
モ
ノ
づ
く
り
」
と

「（
ト
マ
ト
・
洋
ラ
ン
な
ど
の
）
柔
ら
か
い
モ
ノ
づ
く

り
」が
、
見
事
に
同
居
し
て
い
る
ま
ち
な
の
だ
。

東海市産の洋ランが一堂に会する「東海フラワーショウ」 東海市名誉市民（左：蟹江一太郎氏、右：坂誠氏）

太田川駅西側に設置している細井平洲先生と上杉鷹山公の「対面の像」
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　東海市　市 政 ル ポ

（愛知県）

50  
年
間
の
歩
み

　
「
東
海
市
で
は
も
と
も
と
農
・
漁
業
が
盛
ん
で
、

鉄
鋼
関
係
も
戦
前
に
豊
田
製
鋼（
現
・
愛
知
製
鋼
）が

干
拓
地
へ
進
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
度
経
済
成
長

時
代
の
名
古
屋
港
の
整
備（
埋
立
）を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
昭
和
34
年
に
は
大
同
製
鋼
知
多
工
場
（
現
・

大
同
特
殊
鋼
知
多
工
場
）
が
竣
工
し
、
昭
和
39
年
に

は
東
海
製
鐡（
現
・
日
本
製
鉄
名
古
屋
製
鉄
所
）の
製

鋼
工
場
が
稼
働
す
る
な
ど
、
東
海
市
の
鉄
鋼
産
業
の

飛
躍
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
昭
和
36
年
の
愛
知
用

水
の
完
成
で
す
。
木
曽
川
水
系
の
長
野
県
・
岐
阜
県

の
三
つ
の
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
愛
知
用
水
は
、
名
古

屋
市
・
東
海
市
を
は
じ
め
、
愛
知
県
内
26
の
市
町
が

今
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
河
川
の
な
い
知
多

半
島
は
特
に
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

愛
知
用
水
は
非
常
に
効
果
的
で
し
た
。
農
業
用
水
だ

け
で
な
く
、
鉄
鋼
生
産
に
も
欠
か
せ
な
い
大
量
の
水
の

安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
、
金
属
製
品
の
製
造
出
荷

額
日
本
一
と
い
う
今
日
の
状
況
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

愛
知
製
鋼
や
東
海
製
鐡
な
ど
が
立
地
し
て
い
た
上

野
町
と
、
大
同
製
鋼
な
ど
が
立
地
し
て
い
た
横
須
賀

町
が
昭
和
44
年
に
合
併
し
た
の
は
自
然
な
流
れ
だ
っ

た
と
い
え
ま
す
」（
鈴
木
市
長
）

　

合
併
当
時
既
に
７
万
８
千
人
の
人
口
が
あ
っ
た
の

も
、
大
手
鉄
鋼
会
社
や
関
連
会
社
な
ど
が
次
々
と
立

地
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
状
況
と
無
縁
で
は
な
い
。

そ
の
人
口
が
今
年
４
月
現
在
で
11
万
５
千
人
に
至
る

ま
で
、
ほ
と
ん
ど
減
少
し
た
こ
と
が
な
い
の
も
同
様
だ
。

　

そ
し
て
こ
の
11
万
５
千
人
と
い
う
現
人
口
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
第
６
次
総
合
計

画
」が
、
実
施
最
終
年
度（
令
和
５
年
度
）に「
到
達
す

べ
き
目
標
」
と
し
て
設
定
し
て
い
た
数
値
だ
。
目
標

よ
り
５
年
も
早
く
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
や
は
り
「
鉄
鋼
関
連
産
業
を
は
じ
め
、
東

海
市
に
は
雇
用
の
場
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
が
最
大
の

要
因
」（
鈴
木
市
長
）
だ
ろ
う
し
、
東
海
市
が
今
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
事
業
の
実
施
や
、
小
学
校
２
年
生
か
ら

高
校
３
年
生
ま
で
が
所
属
す
る
子
ど
も
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
活
動
な
ど
に
よ
り
、
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を

育
む『
人
づ
く
り
、
心
そ
だ
て
』事
業
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
。

三
位
一
体
の
大
再
開
発
事
業
の
完
成
に
向
け
て

　
「
い
つ
の
間
に
か
私
が
一
番
長
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た（
笑
）。
私
自
身
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
選
挙
戦
に
出
た
の
は
、

市
制
施
行
以
来
、
鉄
鋼
産
業
の
成
長
と
と
も
に
歩
む

工
業
都
市
と
し
て
、
関
連
企
業
と
手
を
携
え
て
の
一

貫
し
た
姿
勢
で
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
当
時

ち
ょ
う
ど
、
一
つ
の
分
岐
点
を
迎
え
て
い
た
か
ら

で
す
。

鉄鋼のまち・東海市を象徴する工場風景（日本製鉄）

太田川駅東側の風景
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上
野
町
と
横
須
賀
町
と
の
合
併
で
誕
生
し
た
経
緯

か
ら
、
中
心
市
街
地
を
持
た
な
い
ま
ま
人
口
増
を
続

け
て
き
た
東
海
市
に
、
都
市
と
し
て
の
顔
、
求
心
力

の
あ
る
中
心
市
街
地
を
新
た
に
つ
く
ろ
う
と
い
う

大
規
模
計
画
が
、
平
成
の
時
代
を
迎
え
る
直
前
ご

ろ
か
ら
、
急
速
に
進
展
し
始
め
て
い
た
の
で
す
」（
鈴

木
市
長
）

　

具
体
的
に
は
現
在
の
名
鉄
・
太
田
川
駅
周
辺
を
、

魅
力
的
な
中
心
市
街
地
に
す
る
た
め
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
、
名
鉄
・
太
田
川
駅
の
東
西
を
一
体
的
に

開
発
し
、
活
性
化
を
促
す
た
め
の
連
続
立
体
交
差
事

業
、
お
よ
び
市
街
地
再
開
発
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た

《
三
位
一
体
の
大
再
開
発
事
業
》 

だ
。

　

そ
れ
を
け
ん
引
し
て
い
た
の
が
２
代
目
の
久
野
市

長
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
鈴
木
市
長
は
当
時
、
東

海
市
の
企
画
部
長
と
し
て
久
野
市
政
を
支
え
て
い
た
。

　
「
東
海
市
の
市
政
は
、
久
野
市
長
時
代
に
大
き
く

飛
躍
し
ま
し
た
。
そ
の
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
、
太

田
川
駅
周
辺
を
中
心
市
街
地
に
す
る
《
三
位
一
体
の

大
再
開
発
事
業
》
の
準
備
が
よ
う
や
く
出
来
上
が
り
、

こ
れ
か
ら
具
体
的
か
つ
本
格
的
な
事
業
が
始
ま
ろ
う

か
と
い
う
時
期
に
、
久
野
市
長
よ
り
市
政
の
か
じ
取

り
役
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

た
だ
当
初
、
私
自
身
に
は
そ
の
任
で
は
な
い
と
い

う
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
火
中
の
栗
を

拾
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が（
笑
）、
最
終
的
に
は
周
囲
の
方
々
の

お
力
添
え
に
よ
り
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
を
決
め

た
の
で
す
」（
鈴
木
市
長
）

　

そ
の
決
意
を
最
終
的
に
促
し
た
要
因
は
何
だ
っ
た

の
で
す
か
、
と
の
当
方
の
質
問
に
対
し
、
鈴
木
市
長

は
に
っ
こ
り
と
笑
い
な
が
ら
、
こ
う
言
っ
た
。

　
「
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
細
井
平
洲
先
生
が
、
米
沢

に
青
年
藩
主
と
し
て
初
め
て
お
国
入
り
す
る
上
杉
鷹

山
公
に
贈
っ
た
と
さ
れ
る
、『
勇
な
る
か
な
勇
な
る

か
な
、
勇
に
あ
ら
ず
し
て
何
を
も
っ
て
行
な
わ
ん

や
』と
い
う
言
葉
で
す
」

　

こ
の
言
葉
に
は
「
こ
れ
か
ら
立
ち
向
か
わ
ん
と
す

る
藩
政
改
革
に
当
た
っ
て
最
も
必
要
な
の
は
、
勇
気

で
す
。
勇
気
な
く
し
て
、
ど
う
し
て
政
治
が
施
せ
ま

し
ょ
う
か
」 

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

か
く
し
て
新
た
な
け
ん
引
役
を
得
た
《
三
位
一
体

の
大
再
開
発
事
業
》
は
、
紆う
よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
を
経
な
が
ら
も

着
実
に
進
展
。
連
続
立
体
交
差
事
業
が
平
成
26
年

３
月
に
完
了
し
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い

て
も
、
翌
平
成
27
年
８
月
に
再
開
発
ビ
ル
「
ユ
ウ
ナ

ル
東
海
」（
太
田
川
駅
西
口
）が
竣
工
し
た
こ
と
な
ど

で
一
段
落
し
た
。

　

ち
な
み
に 

「
ユ
ウ
ナ
ル
東
海
」
の
名
称
（
公
募
）

は
、
細
井
平
洲
先
生
の
「
勇
な
る
か
な
～
」
に
由
来

し
て
い
る
。
１
千
席
以
上
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
持

つ
大
ホ
ー
ル
や
多
目
的
ホ
ー
ル
、
細
井
平
洲
先
生

関
連
の
展
示
施
設「
嚶お
う
め
い鳴

広
場
」な
ど「
東
海
市
芸
術

劇
場
」
も
入
っ
て
い
る
。「
ユ
ウ
ナ
ル
東
海
」
と
広
場

を
挟
ん
で
並
ぶ
「
ラ
ス
パ
太
田
川
」
は
大
型
商
業
施

設
。
太
田
川
駅
東
口
側
に
平
成
23
年
に
完
成
し
て

い
た
大
型
商
業
施
設
「
ソ
ラ
ト
太
田
川
」
と
は
対
に

な
る
形
で
建
設
さ
れ
、「
ユ
ウ
ナ
ル
東
海
」
を
軸
に

形
成
さ
れ
る
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
推
進
力
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
。
太
田
川
駅
周
辺
の
土
地
区
画

整
理
事
業
と
し
て
も
、
日
本
福
祉
大
学
東
海
キ
ャ

ン
パ
ス
の
進
出
を
図
る
な
ど
、
若
い
世
代
が
集
う

魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
づ
く
り
を
進
め
、
平
成
30

年
度
末
の
進
行
率
も
99
％
と
な
り
、
残
す
と
こ
ろ

あ
と
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
太
田
川
駅
を
挟
ん
で
展
開
す
る
東
西
約
１
㎞

の
緑
の
軸
は
、
幅
員
15
ｍ
か
ら
幅
員
50
ｍ
の
歩
道
で

構
成
さ
れ
壮
観
だ
。
太
田
川
駅
の
東
側
で
は
、
幅
員

50
ｍ
の
歩
道
の
中
に
あ
る
「
ど
ん
で
ん
広
場
」
や
交

通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
が
充
実
し
た
駅
前
広
場
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太
田
川
駅
の
西
側
は
ユ

ウ
ナ
ル
東
海
を
核
と
し
て
商
業
施
設
や
教
育
施
設
、

太田川駅東西ではさまざまなイベントが年間を通して開催
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雨
天
時
に
も
屋
外
イ
ベ
ン
ト
が
可
能
な
大
屋
根
広
場

が
整
備
さ
れ
、
東
西
合
わ
せ
て
「
と
う
か
い
50
年
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
、
に

ぎ
わ
い
溢
れ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
太
田
川
駅
を
下
車
し
、
東
口
側
・
西
口
側

の
両
面
に
広
が
る
雄
大
か
つ
近
代
的
な
、
緑
あ
ふ
れ

る
街
並
み
を
体
感
し
、
さ
ら
に
周
辺
を
く
ま
な
く
歩

い
て
み
れ
ば
、
太
田
川
駅
周
辺
再
開
発
事
業
の
規
模

の
大
き
さ
と
成
果（
効
果
）が
た
ち
ど
こ
ろ
に
実
感
さ

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

硬
軟
同
居
の
ま
ち
の
成
長
の
　
　
　
　
　

好
循
環
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

　

令
和
８
年
に
愛
知
県
・
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
る

ア
ジ
ア
競
技
大
会
、
令
和
９
年
開
通
予
定
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線（
東
京
～
名
古
屋
間
）を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
準
備
に
も
余
念
が
な
い
。
人
口
減
少
の
進
む

地
方
都
市
が
多
い
中
、
県
都
・
名
古
屋
市
に
隣
接
し
、

中
部
国
際
空
港（
セ
ン
ト
レ
ア
）か
ら
も
近
い
交
通
至

便
な
東
海
市
と
そ
の
周
辺
で
は
、
さ
ら
な
る
成
長
を

促
す
要
素
と
な
り
そ
う
な
事
業
計
画
が
い
く
つ
も
同

時
進
行
中
だ
。
太
田
川
駅
西
口
か
ら
直
結
す
る
日
本

福
祉
大
学
東
海
キ
ャ
ン
パ
ス
の
西
側（
名
古
屋
港
側
）

の
「
太
田
川
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
」（
令
和
２
年

に
組
合
設
立
認
可
が
目
標
）
の
実
施
や
、
後
述
す
る

ホ
テ
ル
誘
致
も
そ
の
一
つ
。
ま
た
、
名
古
屋
鉄
道
の

既
存
の
８
駅
を
特
色
あ
る
駅
に
整
備
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
新
駅
を
整
備
す
る
た
め
、
本
年
度
よ
り

仮
線
工
事
に
着
手
す
る
予
定
だ
。
東
海
市
の
西
側
を

走
る
西
知
多
道
路
や
中
部
国
際
空
港
の
２
本
目
滑
走

路
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
も
、
愛
知
県
や
関
係
市
町

と
一
体
と
な
り
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
増
え
続
け
て
き
た
本
市
の

人
口
も
令
和
８
年
ご
ろ
を
ピ
ー
ク
に
緩
や
か
に
減

少
、
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
近
未
来
を
虚
心
坦た
ん
か
い懐

に
想
定
し

た
上
で
、
公
共
交
通
の
拡
充
や
、
観
光
振
興
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
、
定
住
促
進
を
図
る
た
め
の
各
種

事
業
・
施
策
な
ど
も
多
角
的
に
着
実
に
推
進
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
子
育
て
支
援
を
拡
充
し
、
細
井

平
洲
先
生
が
最
も
力
を
入
れ
た
『
人
づ
く
り
・
心
そ

だ
て
』
事
業
に
力
を
傾
注
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
も
働
き
盛
り
世
代
に
も
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
合
い

も
含
め
、
奇く

し
く
も《
令
和
元
年
》と
重
な
る
こ
と
に

な
っ
た
市
制
施
行
50
周
年
の
節
目
は
、
次
の
50
年
、

さ
ら
に
そ
の
先
の
50
年
を
目
指
す
た
め
の《
元
年
》に

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」（
鈴
木
市
長
）

　

実
際
、
観
光
振
興
に
向
け
た
「
東
海
市
ホ
テ
ル
等

の
誘
致
に
関
す
る
条
例
（
平
成
28
年
４
月
１
日
施

行
）」
に
よ
る
ホ
テ
ル
の
誘
致
や
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
実

証
実
験
、
ま
た
光
や
音
の
演
出
に
よ
り
地
域
資
源
の

魅
力
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
て
い
く
「
ひ
か
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
ホ
テ
ル
誘

致
は
成
果
を
出
し
つ
つ
あ
り
、
平
成
30
年
９
月
に
１

軒
が
開
業
し
、
令
和
２
年
度
に
は
健
康
増
進
施
設
と

併
せ
て
も
う
１
軒
が
開
業
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
食
や
運

動
に
着
目
し
た
「
い
き
い
き
元
気
推
進
事
業
」、
ふ
る

さ
と
の
自
然
を
保
全
・
再
生
し
、
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
「
ふ
る
さ
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、

ま
ち
の
成
長
の
好
循
環
を
生
み
出
す
取
り
組
み
は
、

既
に
続
々
と
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
も
交
付
団
体
も
未
経
験
の
東
海
市
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、《
鉄
と
洋
ラ
ン
の
ま
ち
》と

い
う
硬
軟
と
り
混
ぜ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
躍
っ

て
い
る
。
堅
実
と
柔
軟
が
同
居
し
た
土
地
柄
を
象
徴

す
る
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
31
年
4
月
19
日
）国内最大級の鉄筋コンクリート造り大仏「聚楽園の大仏（大仏寺）」は東海市のシンボル

21 市政 JULY 2019


